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)60,0(7 ≦≦≧ lklkn  とすると 

 777 )7()7( llkn  の倍数  

であるから、 )()( 77 lfnf  である。 lnf )( より、 60 ≦≦l について llf )( 7 が成り立てばよい。 
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したがって、 llf )( 7 が成り立つので、 )()( 7 nfnf  が示された。(証明終) 
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nが奇数のとき 0)( nh であるから 0)0(
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nが偶数のとき )321(2)( nnnh   

)1(2 ≧mmn  とすると )941(2)321(2)( 22 mmmmnh   

ここで 

 ,4)7(4,197644,227164,44 4321  の倍数  

 ,2)7(9)7(9,1)7(36)7(9,4117819,2179 4321  の倍数の倍数の倍数の倍数  

m4 を 7 で割った余りは 23  km のとき 4、 13  km のとき 2、 km 3 のとき1 

m9 を 7 で割った余りは 23  km のとき 2、 13  km のとき 4、 km 3 のとき1 

これより 

 13,23  kkm のとき   )7(7)7(2)( の倍数の倍数 nh  0))((  nhf  

 km 3 のとき   6)7(3)7(2)(  の倍数の倍数nh  6))((  nhf  

 

以上により、 nが 6 の倍数のとき 18)( ng 、 nが 6 の倍数でないとき 0)( ng 。 

例えば 6n とすれば、18点を得る。 

 

 

※当てずっぽうに書いても18点をくれたのだろうか？ 


